
26 年度当初予算26 年度当初予算 2P
4P
9P
18P議会だより120号を読んでの感想です

委員会レポート　（予算審査特別・総務文教・経済厚生）

一般質問　社会保障や地域の活性化策等を問いました

２０１4 年（平成２6 年）   ４月18日

121

19P議会傍聴記

祝  卒  業 （3月20日）

３月２０日、町内の小学校５校で一斉に卒業式が挙行され、合計１５５人の児童がめでたく
卒業、中学校へと進みました。義務教育の６年を終えた子供たちの笑顔の輪があちこちで
弾けていました。（写真は麻郷小学校にて）

一般会計56億2,900万円



平成 26 年４月 18 日 山口県田布施町議会だより 第 121号 本 会 議 （２）

本　　会　　議　（３月７日）　

下水道事業特別会計は
雨水貯留槽整備等により1億2,823万円の増額

一般会計54億6,343万円（前年比9.9％減）

平
成
26
年
３
月
定
例
会
は
３
月
７
日
か
ら
13
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本
定
例
会

で
は
、
町
長
提
出
議
案
の
平
成
26
年
度
当
初
予
算
５
件
、
平
成
25
年
度
補
正
予
算
５
件
、

条
例
改
正
３
件
及
び
そ
の
他
１
件
の
合
計
14
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
な
お
、
初
日
の
本
会

議
で
は
、
９
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計

　
予
算
総
額
は
５６
億
２
９
０

０
万
円
で
、
前
年
度
の
当
初

予
算
に
比
べ
４
・
４
％
、
２
億

３
５
０
０
万
円
の
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
年
度
当
初
予
算

２６

　
町
税
は
、
個
人
町
民
税
、

法
人
町
民
税
の
減
収
見
込
等

に
よ
り
、
前
年
度
当
初
予
算

に
比
べ
、
２
３
１
０
万
９
千

円
の
減
額
と
な
る
１６
億
５
０

１
５
万
９
千
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度

に
比
べ
３
８
０
０
万
円
の
増

額
と
な
る
１９
億
５
６
０
０
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
国
の
臨

時
福
祉
給
付
金
事
業
の
実
施

や
漁
港
整
備
及
び
道
路
橋
梁

整
備
に
係
る
交
付
金
の
増
等

に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
１
億

４
６
３
８
万
９
千
円
の
増
額

と
な
る
６
億
９
９
９
万
３
千
円

の
計
上
で
す
。

　
県
支
出
金
は
、
前
年
度
に

比
べ
２
６
７
０
万
６
千
円
の

増
と
な
る
４
億
５
１
６
４
万

５
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
町
債
は
、
消
防
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
整
備
事
業
等
の
減
額

に
よ
り
、
前
年
度
よ
り

４
３
８
０
万
円
の
減
額
と
な

る
４
億
２
６
０
０
万
円
の
計

上
で
す
。

　
総
務
費
は
、
職
員
給
与
や

共
済
組
合
負
担
金
の
減
額
等

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ

２
４
１
７
万
１
千
円
減
額
の

７
億
１
８
４
８
万
９
千
円
の

計
上
で
す
。

　
民
生
費
は
、
保
育
所
緊
急

整
備
事
業
や
臨
時
福
祉
給
付

金
事
業
の
実
施
等
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
２
億
９
１
９

万
４
千
円
増
額
の
１９
億
２
５

４
０
万
７
千
円
の
計
上
で
す
。

　
農
林
水
産
業
費
は
、
海
岸

保
全
事
業
の
減
額
等
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
４
６
７
万
４

千
円
減
額
の
２
億
３
８
１
７

万
円
の
計
上
で
す
。

　
土
木
費
は
、
町
道
改
良
事

業
や
橋
梁
改
修
事
業
等
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
７
２
３

８
万
７
千
円
の
増
額
と
な
る

５
億
１
０
７
６
万
６
千
円
の

計
上
で
す
。

　
教
育
費
は
、
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
事
業
等
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
３
３
６
９
万

１
千
円
の
増
額
と
な
る
５
億

３
１
９
１
万
６
千
円
の
計
上

で
す
。

　
　
　
　
　
　【
賛
成
多
数
】

一般会計は56億2,900万円一般会計は56億2,900万円
（前年比4.4％増）

26年度当初予算

《
歳
入
》

《
歳
出
》

3月定例会

（前年比16.1％増）



　

　
　

山口県田布施町議会だより平成 26年 4 月 18日（３）本 会 議 第121号

一
般
会
計

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
８
７
６
万
６
千
円
を
減
額

補
正
し
、
５７
億
４
７
７
６
万

６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

法
人
町
民
税２

３
０
０
万
円
減

国
庫
支
出
金

６
８
９
万
４
千
円
減

県
支
出
金

２
９
０
６
万
３
千
円
減

町
債

１
５
２
０
万
円
減

民
生
費

（
児
童
手
当
等
）

１
７
９
４
万
１
千
円
減

衛
生
費

（
予
防
接
種
事
業
等
）

１
６
６
１
万
２
千
円
減

農
林
水
産
業
費

（
営
農
支
援
栽
培
機
械
導
入

事
業
等
）

４
２
８
０
万
６
千
円
減

土
木
費

（
下
水
道
特
会
へ
の
繰
出
金
等
）

　
年
度
補
正
予
算

２５
《
主
な
歳
入
》

《
主
な
歳
出
》

６
４
０
万
７
千
円
減

【
全
員
賛
成
】

特
別
会
計
４
件

　
い
ず
れ
も
事
業
内
容
確
定

又
は
見
込
額
に
伴
う
所
要
の

補
正
で
す
。

【
全
員
賛
成
】

町
長
等
の
給
与
等
の
特
例
に

関
す
る
条
例

　
平
成
26
年
度
町
長
の
給
与

月
額
の
１５
％
、
副
町
長
及
び

教
育
長
の
給
与
月
額
の
１０
％

を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

【
全
員
賛
成
】

田
布
施
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等

　
国
に
準
じ
て
現
給
保
障
制

度
の
廃
止
を
す
る
も
の
で
す
。

【
全
員
賛
成
】

社
会
教
育
委
員
条
例

　
社
会
教
育
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
全
員
賛
成
】

条
例
改
正

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
及
び
規
約
の
変

更　
組
織
す
る
団
体
の
数
を
減

少
し
、
規
約
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。

【
全
員
賛
成
】

そ
の
他

陳
　
　
情

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

　
療
養
給
付
費
の
大
幅
な

増
額
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

前
年
度
比
で
２
５
２
３
万
円

増
額
の
２０
億
３
２
７
５
万
２

千
円
の
計
上
で
す
。

【
全
員
賛
成
】

下
水
道
事
業

　
雨
水
貯
留
槽
整
備
事
業

の
実
施
や
流
域
下
水
道
処
理

場
に
係
る
建
設
負
担
金
の
増

等
に
よ
り
、
昨
年
度
に
比
べ

１
億
２
８
２
２
万
５
千
円
増

額
と
な
る
９
億
２
４
５
１
万

４
千
円
の
計
上
で
す
。

【
全
員
賛
成
】

介
護
保
険

　
居
宅
介
護
や
施
設
介
護
の

サ
ー
ビ
ス
給
付
の
増
額
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
前
年
度
に

比
べ
９
９
０
４
万
１
千
円
の

増
額
と
な
る
１３
億
７
２
８
３

万
４
千
円
の
計
上
で
す
。

【
全
員
賛
成
】

後
期
高
齢
者
医
療

　
前
年
度
比
９
０
８
万
円
増

額
の
２
億
３
２
４
６
万
１
千

円
の
計
上
で
す
。【全

員
賛
成
】

選
挙
公
報
の
条
例
化
に
関
す
る
陳
情

　（
提
出
者
）

田
布
施
町
選
挙
公
報
の
条
例
化
を
進
め
る
会

　
　
代
表
　
國
本
　
悦
郎

【
継
続
審
査
】

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
要

望
を
町
政
に
反
映
さ
せ

る
方
法
の
一
つ
に
請
願

や
陳
情
が
あ
り
ま
す
。

議
員
の
紹
介
が
あ
る
も

の
を
請
願
と
い
い
、
な

い
も
の
を
陳
情
と
い
い
ま

す
が
、
取
り
扱
い
は
、
お
お

む
ね
同
じ
で
す
。

　
請
願
や
陳
情
は
、
通
常

は
委
員
会
で
慎
重
に
審
査

し
、
本
会
議
で
採
否
を
決

め
ま
す
。

　
請
願
や
陳
情
は
、
い
つ

請願・陳情の書き方

で
も
受
付
け
て
お
り
ま
す

が
、
事
務
処
理
の
都
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
定
例
会
開
会
日
の
１５
日

ぐ
ら
い
前
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
定
例
会
は

３
月
、
６
月
、
９
月
、
１２
月

の
年
４
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
不
明
な
点
に
つ

い
て
は
、
議
会
事
務
局

（
☎
５２-

５
８
０
０
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
案
内
図
や
略
図
等
（
道

路
、
河
川
、
下
水
道
な
ど

場
所
に
関
す
る
も
の
）
に

つ
い
て
は
、
必
ず
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
要
望
は
こ
う
な
り
ま
し
た



冠　水（一本松自治会）

予算審査特別委員会

26年度予算

歳入

歳出

［一般会計の概要］

平成 26 年４月 18 日 山口県田布施町議会だより 第 121号 委員会レポート （４）

浸水対策などの新年度予算を
慎重に審査しました
浸水対策などの新年度予算を
慎重に審査しました

平
成
26
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別

会
計
当
初
予
算
の
審
査
を
行
う
た
め
、

予
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

議
長
を
除
く
全
議
員
で
特
別
委
員
会

を
構
成
し
て
、
３
月
11
日
、
12
日
の

２
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査
し
ま

し
た
。町長　「長年、懸案となっている問題の解決を図りたい」

　町長は「健全な行財政運営ということを念頭に置きつつ「第５次
田布施町総合計画」を着実に進めていくという立場は従来通りだが、
特に長年、懸案となっていた問題の解決を図りたい」と述べました。



委員会レポート 山口県田布施町議会だより 第 121号平成 26年４月 18日（５）

一
般
会
計
予
算

歳
　
入

個
人
町
民
税

　
県
は
６
％
増
で
計
上
し
て

い
る
が
、
町
は
減
額
見
込
。

要
因
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
実
績
か
ら
減
額
を
見
込
ん

だ
。
主
な
要
因
は
団
塊
の
世

代
の
退
職
に
よ
る
給
与
所
得

者
の
減
少
と
考
え
ら
れ
る
。

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

　
固
定
資
産
税
の
増
額
は
見

込
め
る
か
。

　
大
口
の
申
告
が
あ
り
、
増

額
が
見
込
め
る
。

　
設
置
す
る
と
土
地
の
評
価

は
変
わ
る
の
か
。

　
原
則
と
し
て
雑
種
地
等
の

評
価
に
な
る
。

歳
　
出

庁
舎
の
建
替

　
国
の
老
朽
化
対
策
制
度
が

活
用
で
き
な
い
か
。

　
計
画
を
策
定
す
る
際
に
交

付
税
措
置
が
あ
る
。

QQ AA

おもな質疑

Q&A

QAQA

馬
島
し
尿
処
理
事
業

　
今
後
も
計
画
的
に
実
施
す

る
の
か
。

　
ま
ず
は
今
年
度
実
施
し
、

今
後
は
検
討
す
る
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
使
用
料

　
25
年
度
に
比
べ
高
額
な
理

由
は
。

　
イ
ン
ト
ラ
シ
ス
テ
ム
導
入

か
ら
10
年
経
ち
、更
新
し
た
。

前
回
・
今
回
と
も
リ
ー
ス
方

式
。
リ
ー
ス
期
間
は
耐
用
年

数
か
ら
５
年
の
た
め
、
使
用

料
が
少
な
く
な
っ
て
い
た
が
、

更
新
に
よ
り
今
後
５
年
間
元

金
の
支
払
い
が
あ
る
。

田
布
施
第
２
保
育
園
の
建
替

　
同
じ
場
所
で
の
建
替
は
標

高
が
低
く
、
災
害
時
に
は
浸

水
の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ

を
考
慮
し
て
設
計
す
る
の
か
。

　
法
人
に
安
全
面
の
話
は
し

て
い
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画

　
外
部
委
託
す
る
部
分
、
協

議
会
で
決
め
る
部
分
は
。

　
委
託
先
で
ア
ン
ケ
ー
ト
の

発
送
、
集
計
、
今
後
の
利
用

QAQA※
イ
ン
ト
ラ
シ
ス
テ
ム
と
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
同
じ
仕
組

み
を
利
用
し
た
庁
舎
内
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

対
し
イ
ン
ト
ラ
（
内
部
の
）
ネ

ッ
ト
と
い
わ
れ
る
。

QA

見
込
み
の
分
析
を
し
、
協
議

会
で
定
員
数
や
単
価
を
決
定

す
る
。

水
道
事
業

　
田
布
施
は
田
布
施
・
平
生

と
柳
井
地
域
広
域
の
２
つ
の

水
道
企
業
団
に
負
担
金
を
出

し
て
い
る
。
一
本
化
で
き
な

い
か
。

　
一
本
化
す
る
の
は
現
状
難

し
い
。
高
料
金
対
策
と
し
て

県
内
の
水
道
料
金
の
統
一
化

を
要
望
し
て
い
る
。

麻
郷
福
祉
会
館

　
工
事
の
入
札
不
調
を
考
慮

し
て
予
算
計
上
し
て
い
る
か
。

　
県
補
助
の
た
め
25
年
11
月

で
の
県
単
価
で
予
算
化
。
入

札
不
調
の
場
合
、
補
助
金
の
変

更
申
請
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
耐
震
化
は
し
て
あ
る
か
。

　
昭
和
57
年
以
降
建
設
の
た

め
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
。

が
ん
検
診
・
歯
科
検
診

　
新
設
の
前
立
腺
が
ん
検

診
、歯
科
検
診
の
対
象
者
は
。

　
前
立
腺
が
ん
検
診
は
50
歳

～
75
歳
未
満
、
歯
科
検
診
は

40
、
50
、
60
、
70
歳
の
方
。

小
行
司
に
こ
に
こ
パ
ー
ク

　
陳
情
を
採
択
し
た
ト
イ
レ

の
設
置
は
ど
う
な
っ
た
か
。

　
県
事
業
で
の
対
応
を
検
討

し
て
い
る
。

QA

QAQAQAQAQA

馬
島
港
の
桟
橋

　
こ
の
前
、
改
修
し
た
連
絡

橋
を
全
面
改
修
す
る
の
か
。

計
画
的
に
改
修
を
。

　
26
年
度
の
国
庫
補
助
対
象

な
の
で
前
回
は
応
急
処
置
を

し
、26
年
度
に
全
面
改
修
す
る
。

新
規
就
農
者
へ
の
支
援

　
支
援
内
容
と
相
談
窓
口

は
。
新
規
就
農
者
が
増
え
れ

ば
、
お
互
い
に
相
談
や
支
え

合
い
が
で
き
、
発
展
性
が
あ

る
と
思
う
。

　
45
歳
未
満
は
国
か
ら
１
５
０

万
円
と
県
・
町
合
わ
せ
て
30
万

円
の
支
援
が
最
長
７
年
あ
る
。

45
歳
以
上
は
県
・
町
の
30
万
円

の
支
援
が
最
長
５
年
。
相
談
窓

口
は
町
経
済
課
ま
た
は
県
農
林

事
務
所
で
す
。

地
域
集
積
協
力
金
事
業

　
対
象
の
土
地
は
。

　
県
の
事
業
規
定
に
は
、
担
い

手
が
確
実
に
見
込
ま
れ
る
農
地

と
基
盤
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い

る
農
地
と
あ
る
。

観
光
協
会
へ
の
補
助
金

　
25
年
度
補
正
後
の
金
額
と

比
較
し
て
約
１
０
０
万
円
減

額
。
運
営
で
き
る
の
か
。

　
昨
年
５
月
に
町
か
ら
独
立
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
し
、

努
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
で

き
る
だ
け
自
立
、
独
立
で
き
る

QAQAQAQA

よ
う
に
と
話
し
て
い
る
。

消
防
団
消
防
車

　
ホ
ー
ス
の
点
検
は
定
期
的

に
し
て
い
る
か
。

　
消
防
団
で
月
１
回
点
検
し
て

い
る
。
実
際
の
火
災
の
場
合
、

水
圧
が
極
端
に
高
く
な
る
こ
と

も
あ
り
、
ホ
ー
ス
が
裂
け
る
こ

と
が
あ
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー

　
今
後
、
修
理
や
更
新
が
必

要
な
機
械
や
施
設
は
ど
れ
く

ら
い
あ
る
か
。
急
に
壊
れ
た

ら
困
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ほ
と
ん
ど
の
機
材
が
ほ
ぼ
20

年
に
な
る
の
で
順
次
替
え
る
必

要
が
あ
る
。
急
な
場
合
は
予
備

費
で
対
応
す
る
。

　
耐
用
年
数
等
で
計
画
的
に

更
新
す
べ
き
だ
。
使
え
て
も

古
い
も
の
は
、
維
持
費
や
電

気
代
等
が
高
く
な
る
場
合
も

あ
る
。

　
総
合
計
画
の
実
施
計
画
で
長

期
の
計
画
に
組
み
入
れ
て
い
る
。

QAQAQA

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

制
度
改
正

　
国
の
制
度
改
正
に
よ
る
シ

ス
テ
ム
改
修
費
を
町
が
負
担

す
る
の
か
。

　
特
別
調
整
交
付
金
で
基
準

額
が
交
付
さ
れ
る
。

　
保
険
料
軽
減
の
拡
充
に
よ

る
減
収
分
は
補
填
さ
れ
る
か
。

　
保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
で

補
填
さ
れ
る
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

認
可
区
域

　
見
直
す
の
か
。

　
全
体
計
画
の
内
、
国
の
認
可

区
域
を
見
直
す
。

雨
水
貯
留
施
設

　
事
業
全
体
の
金
額
と
補
助

金
額
は
。

　
事
業
全
体
で
約
１
億
５
２
０

０
万
円
。
全
て
起
債
充
当
し
、

37
％
は
交
付
税
算
入
さ
れ
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計

保
険
料

　
見
直
す
の
か
。

　
27
年
度
か
ら
３
年
間
の
給
付

見
込
み
で
決
ま
る
。

QAA※
保
険
基
盤
安
定
制
度
と
は

国
保
は
構
造
的
に
低
所
得
者
層

の
加
入
が
多
い
た
め
保
険
料
軽

減
相
当
額
を
公
費
で
負
担
す
る

制
度
。

QAQAQA Q

給食センター
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総務文教

町
長
等
の
給
与
等
の
特
例
に
関

す
る
条
例

　
給
与
削
減
を
継
続
す
る
判

断
基
準
は
あ
る
か
。
あ
る
時

期
に
は
公
人
に
対
し
て
の
適

正
な
給
与
・
報
酬
を
も
う
一

度
、
考
え
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
他
市
町
に
も
継
続
す
る
自

治
体
が
あ
り
、
本
町
も
将
来

に
不
安
が
残
る
た
め
継
続
す

る
。
適
正
な
金
額
を
考
え
る

必
要
は
あ
る
と
思
う
。
意
見

を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

【
全
員
賛
成
】

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

【
全
員
賛
成
】

町
社
会
教
育
委
員
条
例

【
全
員
賛
成
】

県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
及
び
規
約
の
変
更

【
全
員
賛
成
】

選
挙
公
報
の
条
例
化
に
関
す
る

陳
情

【
継
続
審
査
】

　
総
務
文
教
委
員
会
を
３
月
17
日
に
開
き
、
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
、
条
例
改
正

３
件
、
そ
の
他
１
件
及
び
陳
情
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

　
法
人
町
民
税
が
大
き
く
減

収
し
た
理
由
は
。

　
法
人
内
部
の
状
況
は
分
か

ら
な
い
。

　
宝
く
じ
補
助
金
で
麻
里
府

自
主
防
災
会
の
備
品
が
採
択

さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
。

　
要
望
が
多
く
、
田
布
施
町

で
は
数
年
前
に
採
択
さ
れ
て

い
る
た
め
と
思
う
。
引
き
続

き
要
望
し
て
い
く
。

　
肺
が
ん
検
診
に
医
師
の
同

行
が
必
要
と
な
っ
た
が
影
響

は
あ
っ
た
か
。

　
会
場
を
減
ら
し
た
た
め
、

受
診
者
が
例
年
約
１
８
０
人

が
約
１
５
０
人
に
減
少
し
た
。

　
桜
マ
ラ
ソ
ン
で
給
水
所
を

設
置
し
て
は
。

　
場
所
の
確
保
が
問
題
だ
が

検
討
す
る
。

【
全
員
賛
成
】

Q

Q

Q QQ A

A

AA

総務文教委員会（3 月 17 日）

　
補
正
予
算

　
条
例
改
正

　
そ
の
他

　
陳
　
情

A

桜マラソン（４月６日）
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農事組合法人 小行司

経済厚生委員会（3 月 13 日）

　
補
正
予
算

QQ A

A

QA

一
般
会
計

　
営
農
支
援
栽
培
機
械
の
補

助
金
の
減
額
は
ど
う
し
て

か
。

　
１
０
０
％
県
補
助
と
し
て

町
経
由
で
農
協
に
交
付
さ
れ

る
予
定
が
、
国
の
補
助
が
南

す
お
う
地
域
再
生
協
議
会
を

通
じ
て
農
協
に
交
付
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
。

　
営
農
支
援
栽
培
機
械
は
、

ど
ん
な
も
の
が
補
助
対
象
か
。

　
ほ
場
整
備
に
あ
わ
せ
て
大

豆
、
麦
の
機
械
が
対
象
。

　
営
農
支
援
栽
培
機
械
が
老

朽
化
し
た
場
合
、
再
購
入
の

補
助
は
あ
る
の
か
。

　
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

　
子
ど
も
子
育
て
支
援
ア
ン

ケ
ー
ト
の
対
象
者
は
何
人
か
。

　
１
５
０
０
人
。

　
予
防
接
種
の
金
額
の
減
額

は
ど
う
し
て
か
。

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
副
作
用
等
に
よ
り

接
種
者
が
減
少
し
た
。

AQAQAQA

　
肺
が
ん
検
診
は
お
医
者
さ

ん
の
敷
地
で
で
き
な
い
か
。

　
医
師
の
立
ち
合
い
が
な
け

れ
ば
検
診
車
で
の
受
診
が
で

き
な
い
た
め
、
医
師
の
確
保

が
で
き
ず
公
民
館
な
ど
の
広

い
場
所
で
検
診
を
行
な
っ
た
。

　
土
地
改
良
区
運
営
補
助

は
、
人
件
費
の
補
助
か
。

　
そ
う
で
す
。

　
農
道
整
備
事
業
が
減
額
さ

れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
県
事
業
の
御
蔵
戸
、
大
田

地
区
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
。

【
全
員
賛
成
】

QAQAQA特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

　
一
般
被
保
険
者
診
療
給
付

費
は
12
月
ま
で
に
ど
れ
く
ら

い
支
払
わ
れ
て
い
る
か
。

　
１
月
分
ま
で
が
約
10
億
３

千
万
円
、
月
当
た
り
約
９
３

６
０
万
円
。

【
全
員
賛
成
】

Q

下
水
道
事
業

　
新
規
整
備
に
よ
り
使
用
量

は
増
え
る
は
ず
だ
が
減
少
し

て
い
る
理
由
は
。

　
１
世
帯
当
り
の
使
用
量
が

減
少
し
て
い
る
た
め
。

【
全
員
賛
成
】

介
護
保
険

　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
の
ち
が
い

は
、
な
に
か
。

　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、
県
の

指
定
を
受
け
て
事
業
を
実
施

す
る
。
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

QA

QA

経済厚生

　
経
済
厚
生
委
員
会
を
３
月
13
日
に
開
き
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
調
査
。

25
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
４
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

ス
は
、
そ
の
所
在
す
る
市
町

村
の
住
民
に
対
し
て
の
み
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で

あ
り
、
市
町
村
の
指
定
を
受

け
て
事
業
を
実
施
す
る
。

　
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
は

１
０
０
％
補
助
で
は
な
い
か
。

　
基
準
額
に
対
し
て
２
分
の

１
補
助
で
す
。

【
全
員
賛
成
】

後
期
高
齢
者
医
療【

全
員
賛
成
】
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早
急
に
要
望
し
て    

石
田
　
修
一

国
・
県
に
要
望
す
る
　
　  
長
信
町
長

国
道
・
県
道
の
歩
道
整
備

推
進
し
て
は
　
　
　 

石
　
田

費
用
対
効
果
を
検
証
す
る
　  

町
　
長

合
併
処
理
浄
化
槽

石田　修一　議員

３月定例会

９
人
の
議
員
が
町
政
の
課
題
を
問
う

９
人
の
議
員
が
町
政
の
課
題
を
問
う

　
国
道
の
歩
道
整
備
は
、
麻

里
府
地
区
か
ら
八
海
地
区
ま

で
の
区
間
で
歩
道
が
狭
く
、

両
歩
道
が
必
要
な
区
間
が
あ

り
、
地
元
要
望
を
踏
ま
え
国

に
陳
情
し
て
き
た
。

　
一
部
地
域
の
歩
道
整
備
は

進
ん
で
い
る
が
、
特
に
危
険

な
箇
所
に
つ
い
て
は
重
点
的

に
整
備
す
る
よ
う
国
及
び
県

に
要
望
し
て
い
く
。

A

　
昨
年
１２
月
に
改
正
道
路
交

通
法
が
施
行
さ
れ
、
左
側
の

路
側
帯
を
通
行
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
特
に
自
転
車
通
学

の
中
・
高
校
生
は
下
校
時
に

危
険
な
海
側
を
通
行
す
る
の

で
、
大
変
危
険
で
あ
る
。

　
本
町
は
安
全
・
安
心
な
町

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

早
急
に
整
備
す
る
よ
う
国
等

に
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

Q

一般質問
一般質問は、町政
全般について、町
長など執行機関の
考え方や方針を問
いただすものです。
ここでは紙面の都
合上、質疑の中か
ら内容の一部要旨
を掲載しています。

一般質問

行政として取り組む   町長

環境美化等

　
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進

条
例
が
で
き
て
10
年
以
上
が

経
過
し
た
が
、
環
境
美
化
活

動
も
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る

よ
う
で
、
さ
ら
に
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
と
思
う
。

　
ま
た
、
倒
壊
寸
前
の
建
屋

や
空
き
家
も
増
加
し
、
地
域

住
民
の
生
活
環
境
に
悪
影
響

を
与
え
て
い
る
。
空
き
家
等

の
現
況
調
査
等
は
ど
う
か
。

Q

　
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
、
様
々
な
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
が
、
不

法
投
棄
の
ス
ポ
ッ
ト
回
収
な

ど
の
新
た
な
取
り
組
み
も
行

な
っ
て
い
る
。
町
民
や
企
業

と
の
協
力
も
得
て
、
地
域
に

環
境
美
化
意
識
が
根
付
く
よ

う
に
努
め
る
。

　
空
き
家
の
現
況
調
査
や
条

例
化
の
制
定
も
検
討
す
る
。

A

積極的に推進を  石田

　
快
適
で
衛
生
的
な
暮
ら
し

の
た
め
に
は
、
下
水
道
整
備

の
早
急
な
対
策
が
必
要
だ

が
、
整
備
に
は
膨
大
な
経
費

と
時
間
が
か
か
る
。
費
用
対

効
果
を
考
慮
す
る
と
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Q

　
公
共
下
水
道
整
備
の
認
可

区
域
外
で
は
、
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
に
対
す
る
助
成

を
行
な
い
推
進
し
て
い
る

A 　
他
県
の
市
町
村
設
置
型
浄

化
槽
整
備
事
業
の
実
施
を
検

討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

が
、
個
人
負
担
で
維
持
管
理

を
す
る
制
度
で
事
業
実
施
し

て
い
る
経
緯
が
あ
る
。

　
町
設
置
型
浄
化
槽
整
備
事

業
は
、
費
用
対
効
果
等
の
検

証
を
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

　
政
策
調
整
委
員
会
の
政

策
課
題
や
活
動
状
況
に

つ
い
て

国道 188 号線

麻里府小の花壇

倒壊しそうな住宅
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引き続き検討したい       長 信 町 長

加工施設を建設しては　清　神

ジビエセンター

田布施町の選挙投票率推移

時
間
短
縮
し
て
は  

清
神
　
　
清

選
挙
投
票
日

特
別
な
事
情
が
必
要
　                      

　
　
　
　
　
　 
杉
山
選
挙
管
理
委
員
長

Ｑ
現
在
投
票
日
は
朝
７
時
か

ら
夜
８
時
ま
で
と
な
っ
て
い

る
が
、
投
票
率
は
下
が
る
一

方
だ
。
上
関
町
は
す
で
に
５

年
く
ら
い
前
か
ら
夜
は
６
時

で
締
め
切
っ
て
い
る
。
10
月

に
は
町
長
選
挙
を
控
え
て
い

る
。
投
票
時
間
を
短
縮
す
べ

き
と
思
う
。
さ
ら
に
若
者
に

政
治
の
関
心
を
高
め
る
べ
き

と
思
う
が
。

Q　
公
職
選
挙
法
で
投
票
所
は

朝
７
時
か
ら
夜
８
時
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
投
票
に
支
障

を
来
さ
な
い
と
認
め
ら
れ
る

特
別
な
事
情
の
あ
る
場
合
に

A

限
り
、
繰
上
げ
出
来
る
と
さ

れ
て
い
る
。
投
票
率
を
上
げ

る
に
は
期
日
前
投
票
等
の
活

用
や
投
票
の
呼
び
か
け
啓
発

活
動
を
継
続
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

カラー舗装を　清　神

効果が期待できる  町  長

田布施川河川敷

田布施川の河川敷

Ｑ
田
布
施
町
で
も
イ
ノ
シ
シ

の
被
害
が
多
発
し
、
耕
作
放

棄
地
も
増
え
て
い
る
。
昨
年

４
月
か
ら
下
関
市
豊
田
町
に

猪
や
鹿
の
肉
を
加
工
処
理
す

る
施
設
が
供
用
開
始
と
な
っ

た
。
昨
年
３
月
議
会
で
町
長

は
建
設
に
つ
い
て
は
近
隣
の

市
町
と
研
究
し
て
み
た
い
と

回
答
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
事

情
収
集
は
進
ん
で
い
る
か
。

Q　
各
地
で
ジ
ビ
エ
セ
ン
タ
ー

建
設
等
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。
本
町
で
は
捕
獲

頭
数
が
少
な
く
、
単
独
で
運

営
す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
る
。

A

周
南
市
か
ら
岩
国
市
ま
で
で

構
成
す
る
広
域
対
策
協
議
会

で
検
討
し
て
い
る
が
、
未
だ

に
結
論
に
至
っ
て
い
な
い
。

来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
沢
山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
を
得
て
田
布
施
町
も
美

し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

田
布
施
町
を
丸
ご
と
公
園
化

し
よ
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
も

あ
る
。
田
布
施
の
中
心
を
流

れ
る
田
布
施
川
の
河
川
敷
を

カ
ラ
ー
舗
装
し
て
遊
歩
道
を

作
れ
ば
観
光
客
も
増
え
る
の

で
は
な
い
か
。
早
急
に
県
に

交
渉
し
て
は
い
か
が
か
。

Q

　
私
も
同
じ
思
い
で
あ
り
、

河
川
改
修
の
中
で
、
す
で
に

県
に
要
望
し
て
い
る
。
今
後

検
討
す
る
と
の
回
答
で
あ

る
。
中
央
橋
か
ら
関
戸
橋
ま

で
に
遊
歩
道
が
出
来
れ
ば
美

観
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
健

康
増
進
に
も
効
果
が
あ
り
、

大
き
な
事
業
効
果
が
期
待
で

き
る
。
今
後
も
積
極
的
に
県

に
事
業
要
望
す
る
。

A

清神　清　議員

豊田町ジビエセンター

※ジビエセンターとは

農作物被害をもたらす有害獣として捕獲
された猪や鹿を食材として解体、加工す
る施設。
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団
塊
世
代
の
高
齢
化
に
伴

い
、
医
療
、
介
護
の
社
会
保

障
給
付
費
の
増
加
が
見
込
ま

れ
、
次
の
質
問
す
る
。
①
計

画
を
実
現
す
る
た
め
の
推
進

体
制
は
②
食
育
の
視
点
を
取

指導できる職場づくり 　町　長

町職員の人材育成

健
康
対
策
は    

松
田
規
久
夫

目
標
を
設
定
し
努
力
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

長
信
町
長

健
康
増
進
計
画

Q

　
大
量
退
職
に
伴
い
、
職
員

に
対
す
る
人
材
育
成
と
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
の
施
策
を
尋
ね
る
。

①
目
指
す
べ
き
職
員
像
は

②
日
本
語
会
話
の
困
難
な

来
客
者
と
対
応
可
能
な
人

材
は
③
自
己
啓
発
研
修
制
度

は
④
資
格
取
得
を
奨
励
す
る

支
援
制
度
は
⑤
大
量
退
職
に

伴
う
知
識
、
技
術
を
引
き
継

ぐ
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
職
場
研
修
）
の

実
施
は
。

Q

　
①
本
年
度
、
田
布
施
町
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
策
定
し

町
民
の
体
力
づ
く
り
②
学
校

給
食
で
積
極
的
な
地
元
産
の

食
材
使
用
③
健
康
で
生
き
が

い
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
の
実

現
を
目
指
す
④
こ
こ
ろ
の
相

談
や
出
前
講
座
な
ど
早
期
で

対
応
し
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

は
２
８
０
名
を
育
成
し
た
。

A

　
①
早
期
に
自
治
体
業
務
を

習
得
し
、
地
域
活
動
に
も
参

加
す
る
人
材
②
英
検
２
級
取

得
の
職
員
で
対
応
可
能
③
制

度
導
入
の
検
討
段
階
④
業
務

上
必
要
な
資
格
取
得
に
つ
い

て
、
公
務
に
支
障
な
い
限
り

参
加
さ
せ
る
⑤
ノ
ウ
ハ
ウ
継

承
を
目
的
に
町
独
自
研
修
の

中
堅
職
員
研
修
を
始
め
、
新

採
職
員
に
は
育
成
指
導
す
る

体
制
。

A

スキルアップは　松　田

松田規久夫　議員

町 職 員 辞 令 交 付 式

※
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は

悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ

き
、
声
を
か
け
、
話
を
聞

い
て
、
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
、
見
守
る
人
の
こ
と
。

※スキルアップとは

仕事などで必要な技能や技術を身につけたり、
レベルアップすること。

り
入
れ
た
地
産
地
消
の
推
進

は
③
気
軽
に
取
り
組
め
る
運

動
の
推
進
は
④
う
つ
病
予
防

の
推
進
は
（
啓
発
や
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
の
育
成
）

田布施町健康増進計画
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安
全
安
心
対
策
は  

西
本
　
篤
史

情
報
通
信

取
り
組
み
を
進
め
る
　    

尾
﨑
教
育
長

連
携
し
て
対
応
　
　
　   

長
信
町
長

Ｑ
情
報
通
信
機
（
ス
マ
ホ
等
）

は
便
利
な
反
面
、
有
害
な
情

報
や
犯
罪
な
ど
社
会
問
題
化

し
て
い
る
。
犯
罪
対
策
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
の
啓
発
活
動
も
あ

る
が
、
特
に
保
護
者
が
把
握

す
る
べ
き
情
報
が
不
足
し
て

い
る
。
青
少
年
及
び
保
護
者

等
へ
の
啓
発
活
動
と
ネ
ッ
ト

の
マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守
る

指
導
は
で
き
な
い
の
か
。

Q

　（
町
長
）
関
係
者
と
情
報

共
有
化
を
進
め
、
効
果
的
に

啓
発
で
き
る
よ
う
教
育
委
員

会
と
も
連
携
し
て
対
応
し
た
い
。

（
教
育
長
）
青
少
年
自
ら
が

情
報
通
信
機
の
安
心
安
全
な

利
用
を
し
て
い
く
活
動
を
進

め
、
総
務
省
や
文
部
科
学
省

主
催
の
標
語
や
絵
画
・
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
等
へ
応
募
す
る

な
ど
の
取
り
組
み
も
進
め
る
。

A

地域支援事業見直しは
　　　　　　　　西　本

サービス拡充を検討　　
　　　　        　      町　長

介 護 保 険

Ｑ
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
社

会
保
障
制
度
改
革
に
向
け
て

検
討
さ
れ
て
い
る
。「
要
支
援

者
」
が
、
こ
れ
ま
で
介
護
予

防
給
付
で
受
け
て
き
た
サ
ー

ビ
ス
を
、
介
護
保
険
か
ら
外

し
て
地
域
支
援
事
業
と
し
て

市
町
村
に
移
行
す
る
案
が
示

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
対
策
は

ど
う
か
。

Q

　
国
は
介
護
予
防
給
付
の
う

ち
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
に

つ
い
て
の
み
を
保
険
給
付
事

業
か
ら
地
域
支
援
事
業
へ
移

行
す
る
。
地
域
支
援
事
業
の

内
容
等
に
つ
い
て
は
、
第
７

次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の

策
定
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
等
を
検
討
し
て
い

く
。
内
容
と
効
果
に
つ
い
て

は
慎
重
に
見
極
め
る
。

A

西本　篤史　議員

※
地
域
支
援
事
業
と
は

高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
事
業
。
介

護
予
防
事
業
（
要
介
護
状

態
の
予
備
軍
を
把
握
し
、

訓
練
を
支
援
す
る
こ
と
で

機
能
低
下
を
防
ぐ
事
業
）

や
包
括
的
支
援
事
業
（
高

齢
者
や
そ
の
家
族
の
相
談

に
の
り
、
介
護
や
福
祉
等

の
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ
け

る
事
業
等
）
な
ど
が
あ
る
。

地域における青少年の安心・安全な利用環境整備の概要

田布施町人口グラフ（2010）

（総務省HPより）

（人）

（歳）
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波
野
地
域
は
農
業
振
興
地

域
、
鳥
獣
保
護
区
域
に
指
定

さ
れ
①
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

費
の
増
加
②
被
害
に
よ
る
収

穫
量
の
不
安
定
化
③
急
斜
地

で
の
作
業
効
率
の
低
下
等
著

Q

　
平
成
27
年
度
か
ら
新
た
に

取
り
組
ま
れ
る
第
４
期
対
策

の
知
事
特
認
地
域
の
指
定
申

請
年
度
で
再
度
要
望
す
る
と

と
も
に
国
、
県
の
動
向
を
注

視
し
、
要
件
が
改
正
さ
れ
ク

リ
ア
で
き
れ
ば
直
ち
に
申
請

す
る
。
こ
れ
ま
で
も
認
め
ら

れ
て
い
な
い
状
況
か
ら
、
今

後
と
も
厳
し
い
も
の
と
推
察

す
る
。

A

　
２
期
７
年
５
ヶ
月
町
政
を

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
最

重
要
課
題
で
あ
る
財
政
健
全

化
に
一
定
の
成
果
を
出
し
評

価
し
て
い
る
。
ま
た
公
約
の

一
つ
で
あ
る
ほ
場
整
備
も
実

施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ま

だ
や
り
残
し
た
仕
事
も
あ
る

と
思
う
が
、
10
月
実
施
予
定

の
町
長
選
挙
に
再
出
馬
の
意

志
が
あ
る
か
尋
ね
る
。

被害防止と捕獲対策実施
　　　　　　　   町　長

有害鳥獣被害

再
出
馬
の
意
志
は    

木
本
　
睦
博

頑
張
り
た
い
　
　
　     

長
信
町
長

町
長
選

特
認
地
申
請
を
　
　
　 

木
　
本

要
件
等
ク
リ
ア
出
来
れ
ば
申
請
　
町
　
長

中
山
間
地
等
直
接
支
払
制
度

Q

　
町
内
で
有
害
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
等
の
被
害
が
増
加
し

て
い
る
。
特
に
猪
、
猿
の
被

害
が
多
い
。

　
農
家
は
生
産
意
欲
を
失
い

耕
作
放
棄
地
は
増
え
、
山
間

部
で
は
日
常
生
活
自
体
を
も

脅
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ま

ま
で
は
人
的
被
害
に
も
及
ぶ

恐
れ
が
あ
る
。
有
害
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
を
尋
ね
る
。

Q

　
現
時
点
で
は
、
第
５
次
総

合
計
画
に
よ
る
町
づ
く
り
も

前
期
計
画
の
道
半
ば
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
念
願
で
あ
っ
た

国
営
ほ
場
整
備
事
業
も
継
続

中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
町
長
と
し
て
、
約
束
し

て
き
た
「
住
み
よ
さ
山
口
県

一
の
町
づ
く
り
」
実
現
に
向

け
て
頑
張
り
た
い
と
思
う
。

A

　
被
害
防
止
策
と
し
て
は
電

気
柵
等
設
置
に
平
成
24
年
に

比
べ
２
倍
の
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。
ま
た
捕
獲
対
策
と

し
て
は
、
鳥
獣
用
箱
わ
な
５

基
の
購
入
を
予
定
し
て
い
る

ほ
か
新
た
に
自
治
会
単
位
で

編
成
さ
れ
た
捕
獲
隊
に
対
し

て
も
助
成
を
行
う
予
定
だ
。

　
今
後
も
被
害
防
止
と
捕
獲

対
策
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

A

防 止 対 策 は 　木　本

木本　睦博　議員

し
く
生
産
条
件
が
劣
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
を
勘

案
し
、
知
事
の
指
定
す
る
中

山
間
地
等
直
接
支
払
制
度
特

認
地
に
申
請
願
い
た
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

　
ほ
場
整
備
に
つ
い
て

大波野地区のほ場

（山口県鳥獣被害相談センター提供）

出馬表明した長信町長
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広
告
料
収
入
増
を
考
え
て
は

                         

河
内
　
賀
寿

公
共
施
設
の
命
名
権

検
討
す
る
　                  

長
信
町
長    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
﨑
教
育
長

Ｑ
柳
井
市
は
ビ
ジ
コ
ム
柳
井

ス
タ
ジ
ア
ム
、
バ
タ
フ
ラ
イ

ア
リ
ー
ナ
の
命
名
権
で
、
２

件
と
も
年
間
１
０
５
万
円
の

広
告
料
収
入
を
あ
げ
て
る
。

本
町
も
体
育
館
や
グ
ラ
ン
ド

の
命
名
権
や
周
辺
広
告
看
板

の
募
集
を
し
、
広
告
料
収
入

増
を
考
え
て
は
。
５
年
前
の

庁
舎
内
看
板
の
質
問
は
ど
う

検
討
さ
れ
た
か
。

Q

　（
町
長
）
庁
舎
内
広
告
は
通

路
も
狭
く
現
状
で
は
難
し
い
。

（
教
育
長
）
前
回
の
提
言
を

受
け
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

体
育
館
内
の
有
料
広
告
募
集

を
し
、
現
在
一
社
掲
示
中
。

改
修
や
維
持
管
理
等
多
額
の

経
費
が
必
要
な
折
、
命
名
権

募
集
は
一
つ
の
方
法
と
思
う
。

グ
ラ
ン
ド
周
辺
の
広
告
看
板

設
置
は
検
討
事
項
と
す
る
。

A

増 や し て は 　河　内

諸条件が整えば検討する
　　　　        　　    町　長

地域おこし協力隊員
Ｑ
昨
年
春
か
ら
２
名
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
が
活
動
し

て
い
る
。
行
事
の
手
伝
い
等

地
域
に
溶
け
込
も
う
と
す
る

姿
に
は
感
動
し
た
。
３
年
間

の
給
与
の
制
約
や
い
ろ
ん
な

問
題
点
も
あ
る
と
思
う
が
、

地
域
活
性
化
の
為
に
も
、
数

年
後
に
は
、
も
っ
と
多
く
の

隊
員
を
募
集
し
て
は
ど
う
か
。

Q　
諸
条
件
や
地
域
の
受
け
入

れ
体
制
が
整
え
ば
、
更
な
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
募

集
は
検
討
す
る
。
現
在
任
期

中
の
隊
員
に
は
移
住
者
の
先

駆
者
と
し
て
、
新
た
な
移
住

A

河内　賀寿　議員

任　命　式　

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

都
市
の
若
者
な
ど
が
地
方
に

移
住
し
、
そ
の
地
域
の
活
性

化
を
支
援
す
る
事
業
。

者
の
誘
致
、
移
住
者
に
と
っ

て
最
も
必
要
な
生な

り
わ
い業
や
住
居

等
受
け
皿
の
確
保
、
ま
た
仕

組
み
づ
く
り
を
大
い
に
期
待

し
て
い
る
。

バタフライアリーナ柳井市体育館

ビジコム柳井スタジアム
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限 界 集 落

　
集
落
で
人
口
50
％
以
上
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
な

り
、
社
会
的
共
同
生
活
の
維

持
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
集

落
を
「
限
界
集
落
」
と
定
義

し
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て

も
「
限
界
集
落
」
が
存
在
す

る
の
で
は
な
い
か
。

　
今
後
ど
の
よ
う
に
集
落
と

向
き
合
い
、
集
落
の
存
続
と

福
祉
向
上
に
努
め
る
の
か
。

経費削減を期待している   
　　　　　　　　   町　長

自治体クラウド

限
界
集
落
は    

瀬
石
　
公
夫

対
応
を
検
討
　
　
　   

長
信
町
長

集
落
の
維
持

Q

　
各
自
治
体
は
、
ほ
ぼ
同
じ

内
容
の
業
務
を
行
っ
て
お

り
、
複
数
の
自
治
体
が
電
算

シ
ス
テ
ム
の
共
同
化
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
割
り
勘
効

果
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
で
き

る
。
メ
リ
ッ
ト
、
経
費
等
を

比
較
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
あ

る
の
か
。
早
期
に
導
入
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Q

　「
限
界
集
落
」
は
あ
り
、

労
働
力
不
足
に
よ
り
自
治
会

で
の
町
道
の
維
持
管
理
な
ど

が
困
難
に
な
る
場
合
も
考
え

ら
れ
る
。
自
治
会
の
現
状
、

委
託
町
道
の
状
況
等
を
的
確

に
把
握
し
、
対
応
を
検
討
し

た
い
。
ま
た
、
集
落
生
活
の

移
動
手
段
の
確
保
と
し
て

「
買
い
物
送
迎
サ
ー
ビ
ス
」
を

７
月
か
ら
試
行
運
行
す
る
。

A

　
全
国
的
な
自
治
体
ク
ラ
ウ

ド
化
の
進
展
も
あ
り
、
県
内

６
町
で
電
算
シ
ス
テ
ム
の
共

同
利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

研
究
を
重
ね
て
い
る
。
経
費

削
減
も
期
待
で
き
、
ま
た
今

後
「
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
」
や
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
制
度
」
な
ど
の
改
正
が

集
中
す
る
た
め
、
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。

A

早期導入を　 瀬　石

瀬石　公夫　議員

自治体クラウド（イメージ）

A町 B町 C町

※クラウドとは

データやハードウェア、ソフトウェアの管理を
利用者でなく事業者が行い、利用者はネットワ
ークを通じて利用する形態。
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財
政
の
健
全
化
を
図
る
た

め
、
そ
の
基
本
は
「
入
り
を

図
り
、
出
ず
る
を
制
す
る
」

と
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

進
め
る
た
め
一
般
会
計
、
特

別
会
計
の
聖
域
な
く
見
直
し

を
図
り
、
財
政
収
支
の
合
う

長
・
中
期
財
政
計
画
を
策
定

す
べ
き
と
思
う
。

　
新
し
い
財
政
計
画
を
策
定

し
て
は
ど
う
か
。

新
し
い
財
政
計
画
を
　   

髙
川
　
喜
彦

研
究
す
る
　
　
　
　
　
　
長
信
町
長

財
政
健
全
化

蛍
の
光
は
な
ぜ
消
え
た
　 

髙
　
川

歌
い
継
が
れ
る
よ
う
努
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

尾
﨑
教
育
長

蛍
雪
の
功
を
讃
え
る
卒
業
式

Q

　
卒
業
式
の
季
節
で
あ
る
。

　
最
近
は
卒
業
式
で
「
蛍
の

光
」
や
「
あ
お
げ
ば
尊
し
」

が
歌
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
た
。
田
布
施
中
学
校
で

は
、「
蛍
の
光
」
や
「
あ
お

Q

　
本
町
は
収
入
の
大
半
を
地

方
交
付
税
に
依
存
し
て
お

り
、
的
確
に
財
政
規
模
を
見

通
す
こ
と
が
難
し
い
。
し
か

し
、
昨
今
、
公
会
計
制
度
の

改
革
が
進
み
、
地
方
の
公
共

施
設
等
の
管
理
に
つ
い
て
長

期
的
視
点
で
の
計
画
性
が
検

討
さ
れ
、
指
針
案
も
示
さ
れ

今
後
長
・
中
期
の
財
政
計
画

を
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

A

　
卒
業
式
は
校
長
が
一
番
思

い
を
込
め
て
行
う
学
校
行
事

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
各
小
学
校
に
お
い
て
も
不

易
の
部
分
と
流
行
の
部
分
を

し
っ
か
り
認
識
し
て
い
た
だ

き
、小
学
校
に
お
い
て
も
「
蛍

の
光
」
や
「
あ
お
げ
ば
尊
し
」

が
歌
い
継
が
れ
て
い
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

A

げ
ば
尊
し
」
を
「
式
歌
」
と

し
て
き
ち
ん
と
歌
わ
れ
て
お

り
、
参
加
し
て
深
い
感
銘
を

覚
え
て
い
る
。
蛍
の
光
が
消

え
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。

髙川　喜彦　議員

　
国
に
お
い
て
道
州
制
推
進

基
本
法
案
が
取
り
ざ
た
さ
れ

て
い
る
。
国
と
財
界
主
導
、

大
都
市
中
心
に
進
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
住
民
に
最
も

身
近
な
町
村
と
の
真
摯
な
議

論
も
な
い
上
に
、
国
の
形
の

根
本
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
国
民
的
な
議
論
も
な
い
。

　
町
長
の
見
解
と
全
国
町
村

会
の
対
応
を
尋
ね
る
。

Q

　
与
党
、
財
界
、
大
都
市
を

中
心
に
導
入
が
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
全
国
町
村

会
は
「
導
入
に
反
対
す
る
特

別
決
議
」
を
提
出
し
て
い
る
。

私
も
財
源
が
豊
か
な
大
都
市

圏
へ
の
集
中
を
招
き
、
地
域

間
格
差
が
拡
大
し
、
住
民
自

治
が
埋
没
す
る
懸
念
も
あ

り
、
全
国
及
び
県
町
村
会
と

連
携
し
て
対
応
し
た
い
。

A

◎
そ
の
他
の
質
問

　
防
災
拠
点
と
な
る
避

難
場
所
の
耐
震
化

推
進
状
況
に
つ
い
て

田 布 施 中 学 校

住民自治が埋没する懸念   　
　　　　　　　   　      町　長

道州制導入

地方がますます寂れる
　 　　　　　　　　髙　川
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国
は
今
年
10
月
か
ら
の
予

定
で
水
ぼ
う
そ
う
と
成
人
用

肺
炎
球
菌
を
定
期
接
種
化
す

る
と
し
て
い
る
。

　
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
は
１
回
で
約
５
年
間
効
果

が
あ
る
と
聞
く
。
こ
の
事
業

費
の
３
割
を
普
通
交
付
税
で

措
置
す
る
が
、
事
業
の
対
象

者
や
負
担
割
合
等
、
具
体
的

内
容
を
尋
ね
る
。

Q

　
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
、
対
象
が
65
歳
以

上
の
者
で
平
成
26
年
度
か
ら

30
年
度
ま
で
の
間
は
70
歳
以

上
の
５
歳
刻
み
の
者
に
１
回

接
種
を
検
討
。

　
自
己
負
担
は
今
後
検
討
す

る
。
接
種
は
医
療
機
関
で
個

別
接
種
を
考
え
て
い
る
。

　
町
負
担
は
９
月
補
正
で
対

応
し
た
い
。

A

　
本
年
４
月
か
ら
消
費
税
が

３
％
増
額
。
本
町
も
使
用
・

手
数
料
が
値
上
げ
と
な
る
。

　
昨
年
、
社
会
保
障
制
度
の

確
立
を
図
る
た
め
の
改
革
の

推
進
に
関
す
る
法
律
が
成
立

し
た
。

Q

　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
で

本
町
も
事
業
費
が
嵩
む
。

　
26
年
度
予
算
で
笑
顔
と
元

気
あ
ふ
れ
る
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
安
全
安

心
な
ま
ち
、
健
や
か
で
思
い

や
り
の
あ
る
ま
ち
の
実
現
に

配
慮
し
て
い
る
。

　
今
後
、
国
の
動
向
等
を
見

極
め
な
が
ら
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
邁
進
す
る
。

A

予 防 接 種

 肺 炎 球 菌 の 対 応 は
　　　　　        國　永

自己負担は検討 　 町　長

値
上
げ
か
　   

　
　
國
永
美
惠
子

被
保
険
者
の
協
力
を
　
　
長
信
町
長

国
民
健
康
保
険

國永美惠子　議員

　
国
保
財
政
が
厳
し
い
要
因

は
、
国
庫
負
担
を
減
額
し
て

き
た
こ
と
に
あ
り
、
加
入
者

だ
け
の
責
任
で
は
な
い
。

　
町
の
国
保
基
金
が
現
在

２
千
万
円
あ
る
。
広
報
の「
医

療
費
抑
制
へ
の
協
力
」
は
国

保
税
率
の
引
き
上
げ
準
備
で

あ
り
、
加
入
者
に
責
任
転
嫁

し
27
年
度
の
値
上
げ
を
図
る

も
の
で
は
な
い
か
。

Q

　
国
保
財
政
の
健
全
化

は
収
入
増
か
支
出
減
の

方
法
し
か
な
い
。
医
療

費
等
抑
制
で
支
出
を
抑

え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
被

保
険
者
の
協
力
で
効
果

が
現
れ
る
と
考
え
る
。

　
国
保
の
安
定
化
は
保

険
税
率
見
直
し
も
考
え

ら
れ
る
が
医
療
費
抑
制

を
促
し
、
税
率
の
見
直

し
時
期
を
遅
延
、
税
率

を
抑
え
る
こ
と
は
可
能
。

A

ま
ち
づ
く
り
は
　
　
　  

國
　
永

住
み
よ
い
ま
ち
目
指
す
　  

町
　
長

住
民
負
担
の
増

　
消
費
税
増
税
、
社
会
保
障

の
給
付
削
減
と
負
担
増
の
な

か
、
住
み
よ
さ
県
一
の
ま
ち

づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

◎
そ
の
他
の
質
問

　
ま
ち
づ
く
り
　
庁
舎
内

の
あ
り
方
に
つ
い
て

社会保障給付金費と財政の関係
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臨
時
議
会

　
工
事
時
期
等
の
工
夫
で

今
年
の
夏
に
利
用
で
き
な
い

か
。

　
検
討
す
る
。

　
こ
れ
ほ
ど
の
改
修
が
必

要
に
な
る
前
に
対
処
で
き

な
か
っ
た
の
か
。

　
日
頃
の
点
検
・
管
理
が
甘

か
っ
た
。
今
後
は
気
を
つ
け

る
。

　
部
分
改
修
の
予
定
が
建

替
に
な
り
、
さ
ら
に
入
札
不

２
26

QAQA

QA 調
に
よ
る
今
回
の
増
額
補

正
。
見
通
し
が
甘
い
の
で
は

な
い
か
。

　
前
回
の
入
札
も
高
額
な

見
積
単
価
で
計
算
す
る
こ

と
も
で
き
た
が
、
県
単
価
で

決
ま
る
可
能
性
も
あ
り
、
客

観
的
な
基
準
の
県
単
価
で

入
札
し
た
。

　
最
近
の
情
勢
で
他
市
町

も
同
様
に
入
札
不
調
が
あ

る
が
、
担
当
課
が
業
者
に
お

願
い
し
て
工
事
し
て
も
ら
っ

て
い
る
と
聞
い
た
。
本
町
で

は
ど
う
か
。

　
前
回
は
町
内
業
者
限
定

で
入
札
不
調
に
な
っ
た
。
次

回
は
近
隣
の
業
者
も
含
め

る
。
そ
れ
で
も
不
調
な
ら
検

討
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー  

　
　

　
　
　
プ
ー
ル
改
修
工
事

Q

A

臨
時
議
会
３
28

　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
後

手
に
ま
わ
っ
て
い
る
印
象
を

受
け
る
。
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

　
他
町
村
で
も
プ
ー
ル
の

管
理
は
難
し
い
と
聞
い
て
い

る
が
、
本
町
は
利
用
者
も
多

く
、
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
の

で
悩
み
な
が
ら
も
上
屋
等

の
建
替
を
決
め
た
。
も
っ
と

早
く
思
い
切
っ
た
判
断
が
必

要
だ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

QA

  傍聴のしかた

本会議は一般の方に公開されており傍聴できます。
委員会の傍聴は委員長の許可が必要となります。

◇傍聴の仕方（田布施町議会傍聴規則  −抜粋−）
　議事堂入口（本庁舎３階）の受付で傍聴人受付簿に①住所②氏名③年齢を記入し入場し
　てください。（人数が多い場合は傍聴券を配布することがあります）
◇定員　30 人（超えた場合は先着順）
◇傍聴に際しての注意事項
　傍聴人は、傍聴席にあるときは、静粛を旨とし、次の事項を守らなければならない。
　(1）　議場における言論に対して拍手その他の方法により公然と可否を表明しないこと。
　(2)　談論し、放歌し、高笑しその他騒ぎ立てないこと。
　(3)　鉢巻、腕章、たすき、リボン、ゼッケン、ヘルメットの類を着用し、又は張り紙、旗、

　垂れ幕の類を掲げる等示威的行為をしないこと。
　(4)　帽子、外とう、襟巻の類を着用しないこと。ただし、病気その他の理由により議長

　の許可を得た場合は、この限りでない。
　(5)　飲食又は喫煙をしないこと。
　(6)　みだりに席を離れないこと。
　(7)　不体裁な行為又は他人の迷惑となる行為をしないこと。
　(8)　その他議場の秩序を乱し、又は議事の妨害となるような行為をしないこと。

工事が進むスポーツセンタープール

プール建屋完成予想図（南側立面図）



議
員
提
案
を
期
待
す
る

國
本
　
悦
郎

　
今
回
は
、
２
件
の
視
察
研

修
報
告
と
４
月
か
ら
議
員
研

修
会
を
何
回
か
開
催
し
て
い

る
こ
と
が
載
っ
て
い
る
。

　
視
察
研
修
に
つ
い
て
の
１

件
は
デ
マ
ン
ド
方
式
に
よ
る

地
域
の
公
共
交
通
、
も
う
１

件
は
観
光
振
興
と
疎
開
保
険

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

　
前
者
に
つ
い
て
は
、
以
前
、

一
般
質
問
に
も
あ
っ
た
よ
う

に
、
具
体
化
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は

興
味
が
あ
り
、
資
料
を
以
前

取
り
寄
せ
、
ま
ち
づ
く
り
新

聞
に
書
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　
議
員
研
修
会
が
発
足
し
た

こ
と
も
あ
り
、
視
察
研
修
の

具
体
化
を
含
め
、
い
ず
れ
議

員
提
案
が
あ
る
も
の
と
し
て

期
待
し
て
い
る
。

研
修
を
成
果
に
、
知
識
を
知
恵
に

国
安
　
和
夫

　
本
町
議
会
で
も
昨
年
４
月

よ
り
町
財
政
や
水
道
事
業

等
、
各
分
野
の
研
修
を
さ
れ

て
い
る
と
あ
っ
た
。
町
政
の

専
門
の
方
か
ら
計
画
的
に
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ら
れ
、
そ

の
新
た
な
知
識
を
元
に
新
し

部
活
動
の
朝
練
習大

室
　
弘
樹

　
ど
ん
ど
焼
き
は
、
平
安
時

代
か
ら
伝
わ
る
無
病
息
災
・

五
穀
豊
穣
を
お
祈
り
す
る
行

事
で
す
。
麻
郷
公
民
館
活
動

と
し
て
関
係
各
位
の
ご
尽
力

と
ご
参
集
さ
れ
た
皆
様
方
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
歳
月
を
重
ね
ま
す
と
、
中

学
時
代
の
疲
れ
を
感
じ
な
い

元
気
が
懐
か
し
く
思
わ
れ
ま

す
。
生
徒
さ
ん
の
学
習
面
や

健
康
管
理
面
を
考
慮
し
て
も

中
学
校
で
の
学
習
や
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
身
体
の
鍛
練
は

人
間
形
成
の
重
要
な
分
岐
点

に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
だ

か
ら
こ
そ
出
来
る
特
権
で
は

な
か
ろ
う
か
。
何
人
も
通
過

す
る
こ
の
時
代
に
返
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
文
武
両
道

を
目
指
し
、
田
布
中
よ
、
情

熱
と
勇
気
で
頑
張
れ
！

い
知
恵
を
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
特
に
今
回
気
に
な
っ

た
の
が
税
金
の
滞
納
問
題
で

あ
る
。
そ
の
額
に
も
驚
か
さ

れ
た
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
か

ら
も
行
政
は
全
て
現
場
主
義

で
と
思
わ
れ
る
。
各
担
当
者

が
直
接
足
を
運
ん
で
自
分
の

目
で
見
、
耳
で
聞
く
、
一
般

に
作
業
の
基
本
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
と

い
わ
れ
る
「
あ
た
り
ま
え
の

こ
と
を
ぼ
や
ぼ
や
せ
ず
に
ち

ゃ
ん
と
や
る
」
と
あ
る
。
田

布
施
町
も
正
直
者
が
馬
鹿
を

見
る
町
に
し
て
は
い
け
な
い
。

正
し
い
生
き
方
を
学
ん
で

里
山
　
賀
津
美

　
補
正
予
算
を
見
て
思
う
の

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
の

所
在
を
明
確
化
す
る
こ
と
で

本
当
に
必
要
な
と
こ
ろ
が
泣

き
を
見
る
と
い
う
こ
と
は
な
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
何
で
も
あ
り
の
楽
し
い
こ
と

も
結
構
で
す
が
、
今
、
ほ
ん
の

少
し
子
供
達
の
た
め
に
我
慢

し
ま
せ
ん
か
。
私
達
は
バ
ブ
ル

崩
壊
か
ら
沢
山
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
悪
し
き
習
慣
を

正
す
こ
と
の
難
し
さ
も
体
験

し
て
い
ま
す
。

　
体
重
ひ
と
つ
変
え
ら
れ
な
い

不
甲
斐
な
い
私
の
た
め
に
時
間

を
さ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
下
さ

る
保
健
セ
ン
タ
ー
の
方
々
に
感

謝
し
、
生
活
習
慣
を
変
え
る

こ
と
も
私
の
責
任
だ
と
痛
感

し
た
次
第
で
す
。

議
員
研
修
会
大
い
に
賛
成

中
村
　
克
也

　
町
民
か
ら
色
々
な
相
談
事

な
ど
、
ま
た
近
隣
他
行
政
の

情
報
な
ど
を
網
羅
し
た
情
報

交
換
会
を
で
き
る
だ
け
多
く

開
催
し
、
町
内
の
現
状
を
多

角
的
に
な
が
め
評
価
し
、
情

報
の
水
平
展
開
に
よ
り
、
各

議
員
が
効
果
的
な
質
問
を
分

担
す
る
よ
う
、
個
人
的
な
狭

い
情
報
に
も
と
づ
く
質
問
に

な
ら
ぬ
よ
う
、
質
問
の
精
度

を
上
げ
て
欲
し
い
。

　
な
お
税
金
の
滞
納
、
不
納

欠
損
額
の
効
果
的
取
り
組
み

に
一
段
と
配
慮
さ
れ
、
広
報

紙
に
努
力
目
標
と
成
果
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
町
民
へ
の
意

識
高
揚
に
資
す
る
よ
う
配
慮

く
だ
さ
い
。
麻
里
府
小
学
校

の
表
彰
快
挙
は
素
晴
ら
し
い

が
、
将
来
の
統
廃
合
難
題
も

避
け
て
通
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

真
に
健
康
な
町
民
に西元

　
満
晴

　
介
護
な
ど
医
療
予
算
は
相

変
わ
ら
ず
。
誰
し
も
健
康
で

長
生
き
し
た
い
と
願
っ
て
い

る
が
現
実
は
病
院
通
い
で
薬

を
飲
み
続
け
る
町
民
は
多
い
。

　
病
気
に
な
ら
な
い
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
。
普
通
、

病
気
に
な
っ
て
か
ら
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
の
対
策
を
立
て
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
変
え
、
病

気
に
な
ら
な
い
為
の
方
策
に

切
り
替
え
る
。
例
え
ば
今
問

題
の
認
知
症
は
そ
の
20
年
前

か
ら
発
症
の
サ
イ
ン
が
出
て

い
る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ

る
。
そ
う
な
ら
な
い
方
法
を

取
る
こ
と
。
決
め
手
は
手
軽

で
ず
っ
と
続
け
ら
れ
る
も
の

に
絞
る
。
す
ぐ
実
行
で
き
る

も
の
と
し
て
腹
式
呼
吸
法
で

体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
す
れ
ば
防
げ
る
。

ど
ん
ど
焼
き

森
田
　
　
明

　
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
の
ど

ん
ど
焼
き
は
地
方
に
よ
っ
て

は
呼
び
方
が
異
な
り
ま
す
。

毎
年
し
め
縄
、
お
守
り
、
破

魔
矢
を
小
学
校
の
ど
ん
ど
焼

き
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
長
く
大
阪
に
住
ん
で
い
ま

し
た
が
と
ん
ど
焼
き
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
小
正
月
の
行

事
で
火
に
あ
た
り
、
餅
を
焼

平成 26 年４月 18 日 山口県田布施町議会だより 第 121号 （１８）読者の感想

い
て
食
べ
無
病
息
災
を
お
願

い
し
、
正
月
に
お
迎
え
し
た

神
様
を
お
送
り
す
る
伝
統
的

な
火
祭
り
の
一
つ
で
す
。
車

社
会
か
ら
パ
ソ
コ
ン
そ
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
世
の
中

は
随
分
変
わ
り
ま
し
た
。
ど

ん
ど
焼
き
は
懐
か
し
く
子
供

の
頃
を
思
い
出
し
ま
す
。
古

来
か
ら
の
日
本
の
伝
統
行
事

が
次
の
世
代
に
継
承
さ
れ
て

お
り
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

敬
老
会
と
滞
納
に
つ
い
て

向
山
　
十
三
日
子

　
近
頃
は
元
気
な
お
年
寄
り

が
多
く
旅
行
や
ふ
れ
あ
い
の

会
等
、
日
頃
か
ら
お
友
達
と

会
う
機
会
が
多
い
。
敬
老
会

の
対
象
者
に
あ
ま
り
参
加
す

る
気
持
ち
が
な
い
と
、
企
画

委
員
や
心
配
役
員
が
頑
張
っ

て
も
難
し
い
。
参
加
者
が
増

え
る
よ
う
に
早
い
解
決
が
望

ま
し
い
。

　
税
金
の
滞
納
に
つ
い
て

は
、
事
情
が
あ
る
人
は
別
と

し
て
税
金
、
国
民
年
金
、
健

康
保
険
等
、
国
民
に
は
払
う

義
務
が
あ
る
の
に
滞
納
し
て

い
る
人
が
い
る
。
滞
納
せ
ず

生
活
す
る
人
に
と
っ
て
は
、

ど
う
し
て
な
の
か
疑
問
を
感

じ
る
。

読んでの感想です

120号を
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【目指す町の姿は】

山本　裕美

　政治には、どんな町を目指
すのかという様な大きな事と、
この道のこの場所が危険なの
で対処してほしいという様な
小さな事とがあります。議会
では後者に偏っている様に感
じます。もちろんどちらも大切
な事です。しかし、大きな流
れはどういう風に議論される
のでしょうか？町長にまかせ
きりなのでしょうか？これまで
と同じ事を続けていれば近い
将来、立ち行かなくなるでし
ょう。どんな町にしたいのか、
田布施の特色を見極め、それ
をどう生かすのか。議員さん
だけでなく、町民も力や知恵
を出し、共に進んでいけたら
と思います。

　
町
税
は
、
個
人
町
民
税
、

法
人
町
民
税
の
減
収
見
込
等

に
よ
り
、
前
年
度
当
初
予
算

に
比
べ
、
２
３
１
０
万
９
千

円
の
減
額
と
な
る
１６
億
５
０

１
５
万
９
千
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度

に
比
べ
３
８
０
０
万
円
の
増

額
と
な
る
１９
億
５
６
０
０
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
国
の
臨

時
福
祉
給
付
金
事
業
の
実
施

や
漁
港
整
備
及
び
道
路
橋
梁

整
備
に
係
る
交
付
金
の
増
等

に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
１
億

４
６
３
８
万
９
千
円
の
増
額

と
な
る
６
億
９
９
９
万
３
千
円

の
計
上
で
す
。

　
県
支
出
金
は
、
前
年
度
に

比
べ
２
６
７
０
万
６
千
円
の

増
と
な
る
４
億
５
１
６
４
万

５
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
町
債
は
、
消
防
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
整
備
事
業
等
の
減
額

に
よ
り
、
前
年
度
よ
り

４
３
８
０
万
円
の
減
額
と
な

る
４
億
２
６
０
０
万
円
の
計

上
で
す
。

議
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
生
活

に
密
着
し
た
重
要
な
問
題
が

審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
近

な
町
政
を
知
る
た
め
、
ま
た
、

議
員
の
活
動
や
町
議
会
の
様

子
を
知
る
た
め
に
も
、
議
会

を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
正
式
に
は
６
月
６
日
の
議

　
会
運
営
委
員
会
で
決
定
さ

　
れ
ま
す
の
で
、
ご
確
認
下

　
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
議
会
事
務
局

　
☎
（
５
２-

５
８
０
０
）

水

金

火

木

傍 聴 記
３月定例会の７日には多くの方が傍聴されました。

その中から３人の方に傍聴記をいただきました。

ご寄稿ありがとうございました。

議
会
を
傍
聴
し
て

　
　   

み
ま
せ
ん
か

【住み良い町に】

高村　美登里

　興味ある議題が多く、特に
有害鳥獣被害・集落の維持な
どは非常に身近な問題である。
回答の一つに、行政も手助け
するが地域も若い人を迎え入
れる等の努力はするべきとあ
った。
　厳しい財政状況の中、要望
事項は多いので大変とは思う
が、本当に町民の役に立つ事
業・必要な事業に税金を使っ
てほしい。私達も一から十ま
ですべて行政に頼るだけでな
く、個々で出来ることは努力
していかなければと思う。
　田布施町が住みやすい町に
なり、若い人がＵターンしてく
るようになればと願っている。

【選挙投票日の　
　　　　時間短縮】

野坂　武子

　ある議員が選挙投票日の時
間短縮について質問されまし
た。私も立会人をしたことが
ありますが、長い一日でした。
議員が言われる通りで選挙に
行こうという考えがある人な
ら期日前投票されるか、当日
早めに投票に行かれると思い
ます。傍聴されている方々も
うなずいておられました。町
民にアンケートでも取られた
らいいと思います。町長の進
退について質問された議員が
居られましたが町長は「笑顔
と元気住みよさ一番のまちづ
くり」に全力を尽くすと言われ
ました。大いに期待致します。
議員の方々が町政にしっかり
と取り組んでおられる様子が
分かり嬉しく思いました。



　平成 26 年２月 18 日山口県町議会議長会で自治功労者の
全国表彰の伝達式が行われました。
　本町では、現職の林山健二議員（町議会議員として 15
年以上在職）が受賞されました。おめでとうございます。

平成 26 年２月 18 日山口県町議会議長会で自治功労者の
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地球資源保護のため再生紙を使用しています。

　
同
級
生
と
四
十
年
ぶ

り
に
出
会
う
。
埼
玉
県

の
養
子
先
が
会
社
を
経

営
し
て
お
り
、
現
在
は

取
締
役
会
長
に
就
い
て

い
た
。

　
九
州
に
営
業
所
が
あ

り
、
度
々
立
ち
寄
る
よ

う
に
な
っ
た
。
彼
は
母

校
の
明
治
大
学
で
特
別

招
聘
講
師
と
し
て
「
経

営
に
つ
い
て
」
講
義
を

行
っ
て
お
り
、
ま
た
海

外
に
も
工
場
を
持
っ
て

徳不孤 必有隣

瀬石　公夫

い
る
こ
と
か
ら
、
話
題

が
グ
ロ
ー
バ
ル
で
勉
強

に
な
る
し
、
良
い
刺
激

に
も
な
る
。

　
彼
か
ら
手
紙
が
来
た
、

「
徳
不
孤
　
必
有
隣
」
徳

の
あ
る
人
は
孤
立
し
た

り
、
孤
独
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
無
い
。
真
に

徳
さ
え
あ
れ
ば
必
ず
人

は
理
解
し
…
。

　
彼
の
人
柄
に
ふ
れ
、

心
の
支
え
と
な
る
手
紙

で
あ
っ
た
。

　
学
校
教
育
の
一
環
と

し
て
ダ
ン
ス
が
必
修
科

目
に
な
っ
た
。
ダ
ン
ス

に
も
色
々
あ
る
が
私
が

関
わ
っ
て
い
る
の
は
ス

ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
。
毎
年
、

全
国
大
会
、
県
体
育
大

会
の
２
回
、
４
０
０
～

５
０
０
人
の
競
技
選
手

を
招
き
開
催
し
て
い

る
。
27
年
に
は
山
口
県

引
き
受
け
で
「
ぱ
ら
り

ん
ピ
ッ
ク
」
を
開
催
。

勿
論
ダ
ン
ス
も
全
国
か

ら
選
手
を
受
け
入
れ
大

会
を
開
催
。
今
は
そ
の

準
備
で
忙
し
い
。

　
一
方
で
は
老
若
男
女

の
生
涯
教
育
と
し
て
も

幅
広
く
普
及
し
、
健
康

維
持
・
増
進
に
役
立
っ

て
い
る
。
特
に
私
達
世

代
に
は
ボ
ケ
防
止
に
一

役
も
二
役
も
担
っ
て
い

る
と
確
信
し
て
い
る
。

今
か
ら
で
も
遅
く
は
な

い
。
参
加
し
よ
う
、
自

分
の
健
康
の
た
め
に
。

谷村　善彦

スポーツダンスと私

◇
応
募
資
格

　
町
内
在
住
の
方

◇
募
集
人
数
　
１０
名

◇
任
　
期

　
平
成
２６
年
６
月
１
日
よ
り

２７
年
５
月
末
ま
で
の
１
年
間

◇
応
募
期
限

　
５
月
１５
日
（
木
）

◇
応
募
・
問
合
せ
先

　
田
布
施
町
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
５２
ー
５
８
０
０

議
会
だ
よ
り

　 

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　
春
爛
漫
、
百
花
繚
乱
の
美
し

い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
議
会

だ
よ
り
１
２
１
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。

◇
３
月
定
例
会
で
は
新
年
度

当
初
予
算
56
億
２
９
０
０
万
円

が
決
ま
り
ま
し
た
。
歳
入
で
は

町
税
が
前
年
実
績
を
踏
ま
え

約
16
億
５
０
０
０
万
円
と
見
込

ま
れ
、自
主
財
源
比
率
34
・
４
％

と
な
り
厳
し
い
な
か
で
の
や
り

く
り
と
な
り
ま
し
た
。（
Ｐ
４

参
照
）
◇
こ
の
春
、
町
内
小
学

校
５
校
で
は
１
５
５
人
が
卒
業

し
、
新
入
生
１
３
５
人
が
入
学

し
て
き
ま
し
た
。
中
学
校
で
は

１
３
７
人
が
巣
立
ち
１
４
６
人

が
希
望
に
燃
え
て
入
学
し
て
き

ま
し
た
。
◇
本
町
に
あ
る
山
口

県
立
田
布
施
農
工
高
校
で
は
３

月
に
１
４
７
人
が
卒
業
し
４
月

に
１
６
０
人
（
男
子
87
人
、
女

子
73
人
）
が
入
学
し
、
そ
れ
ぞ

れ
元
気
に
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
学
校
が
賑
わ
う

ま
ち
づ
く
り
は
町
民
み
ん
な
の

願
い
で
あ
り
ま
す
。
◇
本
号
に

議
会
傍
聴
記
と
前
号
の
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　（
編
集
委
員
会
）

（徳は弧ならず  必ず隣有り）


